
跡
見
学
園
女
子
大
学
国
文
学
科
報

第
十
二
号

(昭
和
五
十
九
年
三
月
)

瀧
井
孝
作

の
王
朝
小
説

ー
1

「
中
務
大
輔

の
娘
」
の
牽
引
し
た

「
六
の
宮
の
姫
君
」
物
語

の
系
譜
1町

田

栄

1

瀧
井
孝
作

に
客
観
小
説
、
そ
れ
も
数
篇

の
王
朝
物
が
あ
る

こ

と

は
、

あ

ま

り
、
知
ら
れ
て

い
な

い
よ
う
だ
。
各
種

の
現
代
文
学
全
集
な
ど

の
内
の
、
瀧
井

集

に
採
録
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、

論
及
し
た
も
の
が

あ
る
か
、

ど
う

か
も
寡

聞

に
し

て
知
ら

ぬ
。

こ
の
豊
饒
な
作
家
は
、

つ
ね

に
、
『
折
紫
句
集
』

(
昭
六

.
八

.
五
刊

や
ぼ
ん

な
畫
房
)
の
俳

人
折
紫
で
あ
り
、
身

辺

・
師
友

・
俳
句

・
魚
釣

り

.
能
楽

な

ど

に
関
す
る
各
種

の
随
筆

集
を
持
ち
、

「
直
接
経
験

を
正

直
に

一
分

一
厘
も
歪

め

ず

こ
し
ら

へ
ず

に
写
生
」
し
た
清
冽
、
至
純
な
私
小
説

『
無
限

抱
擁
』

(昭
二

・
九

・
二
〇
刊

改
造
社
)
か
ら
、
父
親
も

の
の
集
成

『
父
』
(
昭

一
六

.
五

.
二
二

刊

高
山
書
院
)
を
経

て
、
『
俳
人
仲
間
』
(昭
四
八

・
一
〇

.
一
五
刊

新
潮
社
)
に

い
た
る
自
伝

の
作

家
で
あ
る
。

い
わ
ば
、

そ
れ

は
あ
く

ま
で
も
、
瀧
井
文
学

の

堂

々
た
る
大
道

で
あ
る
だ
ろ
う
。
i

狭

い
露

地
の
片
隅
に
も
、

目
を
配
り
、

凝
ら
し
て
見

つ
め
な
け
れ
ば

な
る
ま
い
。
意
外

に
、
生
産
性

に
富

ん
だ
播
種

の

な
さ
れ
て

い
る

の
を
発
見
す
る
の
だ
。

四
十
八
歳

の
お
り
の
刊
行

に
、

つ
つ
ま
し
く
も

『
稚

心
』

(昭

一
七

・
四

・
一

五
刊

小
山
書
店
)
と
名
づ
け

た
作
品
集
が
あ

る
。
標
題

の

由

来

は
、
巻
末

の

「
後

記
」
に

「
こ
の
短
篇
集

の

『
稚

心
』
と

い
ふ
題
は
、
こ
の

一
冊

の
各

々
の
短

篇

の
ど
れ

に
も
、
若
芽

の
や
う
な
お
さ
な
ご

こ
ろ
が
各

々
に
共
通

に
あ
ら
は
れ

て
ゐ
る
や
う

で
、

か
く
名
付
け

た
の
で
あ
り
ま
す
」
と
、
説
明
さ
れ

て
い
る
。

謙
辞

に
は
相
違
な

い
が
、
む

し
ろ
、
独
得

の

「
初
ぶ

い
」
気
持
を
自
作

に
寄

せ

て
い
る
の
だ
。

さ
ら

に
こ
と
ば
を
継
い

で
、

「
各

々
の
作
品
は
、
お
さ
な
ご
こ

ろ
を
主
題
と

し
て
書

い
た

か
の
や
う

に
思
は
れ
る
位
で
あ
り
ま
す
」
と
、
み
ず

か
ら

の
初
心
を
顧

み
て
述

べ
る
。
四
六
判
、
表
紙
は
薄
茶

の
紙
装
、
丸

背
、
背

文
字

は
白

ぬ
き
。

ジ
ャ
ケ

ッ
ト
、

カ
バ

ー
の
類

の
有
無
は
不
明
。
函
付
と
い
う

が
未
見
。
本
文

三
四
〇

ぺ
ー
ジ
。
若

々
し
く
、
端
正
な
造
本
で
、
好
も
し
い
。

収
録
作
品

は
全
十
五
短
篇
、
す
な
わ

ち
、
順
序

に

「
中
務
大
輔

の
娘
」
・
「舎

「
57ユ

一



人
達

の
失
敗
」

・

「
琴
の
物

語
」

・

「
節
分
」

・

「
別
荘
番
」

・

「
仮
寓
」

・

「故

郷

の
話
」

・

「
田
舎

の
父
」

・

「
山
中
釣
遊
」

・

「
澄
む
」

・

「松

倉
」

・

「
初

奉
公
」

・
「
仏
法
僧
」

・

「
狐
」

・

「
ト
シ

コ
」
、
そ

れ

に

「後

記
」

が

つ
い
て
い
る
ゆ
・大
半

は
試
行

に
満

ち
た
最
初
期

の
創
作
を
集

め
、
清
新
で
、

意
欲
的

な
感

じ
が
漂
う
。

こ
と

さ
ら
な
、
何
ら

か
の
企
図

の
こ
も

っ
た
編
成
で

は
な

い
ら

し
い
。
統

一
性
も
な

い
。
た
だ
、

「
若
芽

の
や
う
な
」
を
実
感

さ
せ

る
、
さ
わ
や

か
な
作
品
集

で
あ

る
。

注
昌
す

べ
き
は
、
や
は
り
、
巻
首

に
並
ぶ
特
異
な
三
王
朝
小
説
で
あ

ろ
う
。

各
作
品

に

つ
い
て

「
後
記
」
中

の
自
解

の
こ
と
ば

を
引
き
、
初

出

・
典
拠

な
ど

を
示
す
。

、「
中
務
大
輔

の
娘
」
は
、
内
気
な
素
直
な
女
性
を
描

い
て
み
た

の
で
す
。

自

己
の
な

い
従
順
な
内
気
な
女
性
は
、
平
安
朝

の
む
か
し
か
ら
慈
し
ま
れ

憐
ま
れ

て
ゐ

た
や
う

で
、

こ
れ
を
描

い
て
み

た

の

で

す
。
i

大

正
十

(
一
九
一
=

)
年
十

二
月

一
日

付

『
表
現
』

(
二
松
堂
書
店
発
行
)
第

一
巻

第

二
号
に
発
表
。
原
典
そ

の
ほ
か
は
後
述
す
る
。

「
舎
人
達

の
失
敗
」

は
、
.フ
ロ
ン
タ
リ
ヤ
文
学

の
盛

ん
に
云
は
れ
た
時
分

に
昭
和

六
年

に
書

い
た
庵

の
で
、
労
働
争
議

の
失
敗

の
事
は
平
安
朝
時
代

に
も
あ

つ
た
ら
し
い
の
で
、
そ
れ
を
写

し
出

し
て
み
た
の
で
す
。
i

昭

和
六

(
一
九
三

一
)
年

四
月

一
日
付

『
文
芸
春
秋
』

(文
芸
春
秋
社
発
行
)
第

九
年
第

四
号
に
発
表
。
誌

上
、
本
文
末
尾

に

「
(昭
和

六
年

二
月
)
」
と
執

筆

年
月
を
付

記
し
て
い
る
。
出
典

は

『
今
昔
物
語
集
』
巻
第

二
十

八

「
越

ロ
ク
エ
フ
ノ
ク
ワ
ソ
ニ
ン
ヲ
シ
タ
ガ
ヘ
タ
ル
コ
ト

前
ノ
守

為
盛
、
付

六

衛

府

官

人

語
第

五
」
全
文
を
主
軸

に
、
巻
第

ニ

コ
ト

十
三

「
兼
時
ふ
敦

行
ト
ノ
競
馬

ノ
勝
負

ノ
語
第

二
十

六
」

・
巻

第

二

十

八

ヲ
ム
ナ
ニ
ア
ヘ
ル

コ
ト

「近

衛
ノ
舎

人
共

稲
荷

二
詣
デ
シ
ニ
、
重
方

値

女

語
第

一
」

・
巻
第
十

チ
チ
ノ
ァ
ッ
ェ
キ
ノ
タ
メ
ニ
ウ
タ
レ
テ
ニ
ゲ
ザ
リ
シ
コ
ト

九

「
下
野
ノ
公
助
、
為

父
.敦

行

被

打

不

迯

語
第

二
十

六
」
な
ど

の
挿

話
を
採

用
し
て
構

成
し
て
い
る
。

「
琴

の
物
語
」

は
、
芸
術

の
修
行
、
芸
を
身

に
つ
け
る
と
云

ふ
こ
と
、
是

は
ど

の
や
う

な
も

の
か
、

こ
の
点
を

主
に
語

る
た

め
平
安
朝

の
宇
津
保
物

語
の
中

か
ら
抽
き
出

し
て
み
た

の

で

す
。
f
ー
昭
和

七

(
一
九
三
二
)
年

四
月

一
日
付

『
婦
人

サ

ロ
ン
』

(文
芸
春
秋
社
発
行
)
第
四
巻

第
四
号
に
発

こ

と

も
の
か
た
り

表
。
な

お
、
誌
上

で
は
原
題

「
木
洞
物
語
」
、
そ
れ

に

「
(
と

し

か

げ

め

巻
)
」
と
添
え
書
き
が
あ
り
、
目
次

の
ペ
ー
ジ
に
は

「
木
洞
物
語

(
童
話
)
」

と
あ

る
。
出
典

は

『
宇
津
保
物
語
』

の

「
俊
蔭
」
冒
頭
部

よ

り

抄

出
。

『
稚

心
』
収
録

に
際

し
て
改
題
す
る
。

ほ

か

に
、

「
純

潔

1

『
藪

の
中
』
を
め
ぐ
り
て
i

」

(昭
二
六

・
一
・
一
付

『改

造
』
第
三
十
巻
第

一
号
に
発
表
)
と

い
う

「
エ
ッ
セ
イ
と
小
説
と

つ
き

ま

ぜ

た
や

う

な
」
と
自
称
す

る
短
篇
も
あ

る
。
芥
川
龍
之
介
と
そ

の

「
藪

の
中
」
を
め
ぐ

り
、
自
身

の
最
初

の
結
婚
相
手
、
志
賀
直
哉

の

「
雨
蛙
」

・

「
暗
夜
行
路
」
を

語

っ
て
、

「
純
潔

を
失

つ
た
女
、
も

は
や
純
潔

で
な

い
女
」

に
悩

ん
だ
り
、
制

作

を
試
み
た
り
し
た
こ
と
な
ど
を

回
想
す

る
。
中

に

『
今
昔
物
語
集
』
巻
第

ニ

メ
ヲ
ゲ
'シ
テ
タ
ン
バ
ノ

ク
昌
昌
昌
キ
シ

オ
ホ
エ
ヤ
マ
、昌
シ
テ
シ
.ハ
ラ
レ
タ
ル
コ
ト

十
九

「
具
妻

行
丹
波

国

男
、
於

大

江

山

被
縛
語
第

二
十

三
」
を
現
代
語
訳

し
て
、
こ
の
説
話
を

「
そ
の
時
代

の
世
俗

の
、
都

の
優
柔

の
男
を
揶
揄

し
た
、

一
つ
の

ユ
ー

モ
ア
」
と
解

し
、
結
末

は

「
憐
れ
な
夫
婦
共

に
心
持
を
と
り
直
し

て
、
打

の
め
さ
れ

た
気
持

を
引
立

て
、
連
立

て
行
く
、
と

い
ふ
風

に
飜
譯
し

て

み
」

た
部
分
が
挿

入
さ
れ

て
い
る
。
小
説
集

『
野
趣
』
(
昭
四
三
・
八

・
一
刊

大

和
書
房
)
に
収
め
る
が
、

そ

の
巻
末

の

「
後
記
」

に
、

一
・58ユ一



「
純
潔

」
は
、
小
説
の
テ
ー

マ
と
し
て
は
、
女
性

の
純
潔

の
尊
厳
を

主
張

し
た

っ
も
り
だ
が
、

小
説
だ

か
論
文
だ

か
、
何

か
混
淆

し
た
、
藪

の
中

の

や
う

な
感

じ
だ
。
私
と

し
て
は
わ
ざ
と

ハ
メ
を

は
ず

し
た
試
作
だ
。

と
、
自
解

し
て
い
る
。

右

の
三
作
品
中
、

こ
こ
に
取

り
挙
げ

て
、
考
察
す

る
の
は

『
稚
心
』

の
巻
頭

小
説

「
中
務
大
輔

の
娘
」

で
あ

る
。
そ

の
初

め
て
収
録

し
た
作
品
集
は
菊
半
截

判
、
薄

山
吹
色

の
紙
装
、
角
背
、

ア
ソ
カ

ッ
ト
本

の
シ
リ
ー
ズ

で

知

ら

れ
る

『
新
進
作
家
叢
書
33

良
人

の
貞
操
』

(大

一
二
・七
・
一
三
刊

新
潮
社
)
で
あ
る
。

こ
の
と
き

に
、
本
文
末
尾

に

「
(大
正
十
年
九
月
)
」
之
執
筆
年
月
が

明
記
さ
れ

る
。

こ
の
短
篇
が
も

っ
と
も
優
れ

て
い
る
ば
か
り

で
な
く
、
他

の
二
作

と
違

っ

て
、
大
正
十
年
度

の
制
作

・
発
表

で
あ
り
、

『
今
昔
物
語
集
』

の
説
話
を
大
量

に
、
大
胆

に
取
り

入
れ

た
実
験
的
、
独
創
的
な
試

み
を
見
せ
て

い
る
点
に
、

関

心
せ
ざ

る
を

え
な

い
か
ら

で
あ

る
。

2

ー

当
時

の
瀧
井
も
、
芥
川
龍
之
介

の
い
う

「
田
端
人
」

の
ひ

と

り

で

あ

る
。

「
田
端
」

の
芥
川
を
囲
繞

し
た
、
新
進

の
作
家
や
美
術
家
た
ち
、
そ

の
最

初
期

の
ひ
と

り
に
数
え
ら
れ

る
だ

ろ
う
。
大
正
十
年
三
月

に
、
瀧
井
と
妻
と
そ

の
母
の

一
家

は
、
東
京
府

下
豊
島
郡
滝
野
川
町

田
端

五
七

一
番
地

に

入

居

す

る
。
芥

川
を
慕

っ
て
の
こ
と
に
違

い
な
い
。

「
ね

か
る
み
の
路
を
前

に
し
た

の

は
、
俳

人
瀧

井
折
柴

の
家

」

(「東
京
田
端
)
よ
り
)
と
う

た
わ
れ
た

借

家

で

あ

る
。

『
無
限
抱
擁

』
に
は
、
東
京
市
本
郷
区
湯
島

三
組
町

か
ら
転
居

し
て
来
た

と
き
、
妻

の

「
松

子
の
母

は
こ
の
田
端

の
高
台

の
奥
を

辺
鄙
故
心
細
が

つ
た
。

『
山

の
中
だ
ネ
え
』
左

う
辺
り
の
物
が
考

へ
ら
れ

た
」
と
、
嘆
く
場
面
を
寸
描

し

て
い
る
。
翌
十

一
年

、
妻

り
ん

の
死

(大

=

・
二
・
一
)

の
直
後
、
四
月

に

は
志
賀
直
哉

を
追

っ
て
、
千
葉
県
我
孫
子

へ
、

さ
ら

に
京
都

へ
、
奈
良

へ
転
住

し
て
し
ま
う
。

瀧
井

の
田
端
住

ま
い
は
、
わ
ず

か
に

一
年
間

で
あ

る
が
、
芥
川
と

の
親
交
は

大
正

八
年
め
春
、

『
時
事
新
報
』

の
文
芸
部
記
者
を

し
て
い
た
頃

に
始

っ
て

い

る
。
鎌
倉

を
引
き
揚
げ

た
芥
川
が
、

田
端

の
養
父
母

の
家

に
入

っ
て
、

二
階

の

.書
斎

に

「
我
鬼
窟
」

の
扁
額
を
掲
げ
、
毎

日
曜

日
を
面
会
日
と
定

め
た
、
当
初

か
ら

の
常
連
訪
問
者

で

あ

る
。

『
折
柴
随
筆
』

(昭

一
〇

.
九

.
二
〇
刊

野
田

書
房
)
中

の

「
小
感
」

は

「
我
鬼
窟
」
通

い
の
楽
し
み
を
回
想
し
て
い
る
が

、

濃
密
な

「制
作
欲
の
空
気
の
充
ち
く

た
書
斎
」
の
状
況
を
伝
え
、
そ
れ
は
主

客

た
ち
の

「
修
羅
道
だ

つ
た
」

の

一
語
も

つ
け
加
え
て

い
る
。

大

正
八
年

か
ら

三
年
間

は
、
瀧
井

に
と

っ
て

『
無
限
抱
擁
』

の

時

代

で

あ

り
、

『
時
事
新
報
』

・

『
改
造
』
記
者
か
ら
職
業
作
家

へ
、
俳

句

か

ら

小

説

へ
、
芥
川
親
灸

・
蝉
脱

か
ら
志
賀
傾
倒

へ
の
転
機
で
あ
る
。

周
知

の
通

り
、
芥
州

は
歴
史
小
説

に
新
生
面
を
開

い
て
、
脚
光
を
浴
び
た
作

家

で
あ

る
。

こ
と

に
、

『
今
昔
物
語
集
』
や

『
宇
治
拾
遺
物
語
』

ほ
か

の
説
話

を
発
掘

し
て
、
犀
利
な
現
代
的
解
釈

に
よ
る
知
的
操
作
を

ほ
ど

こ
し
て
、
そ
れ

ら
を
作

品
化

し
て
い
る
。

王
朝

説
話

に
依
拠
す

る
全
十

六
篇

の
う
ち
、

「
青
年

と

死
」

(
大
三

・
九

『薪
思
潮
』
)
・

「
羅
生
門
」

(大
四

.
=

『
帝
國
文
学
』)

.

「
鼻
」

(大
五

・
二

『
新
思
潮
』
、
同

・
五

『新
小
説
』
に
再
掲
載
)
・

「
芋
粥
」

(大

五

・
九

『新
小
説
』
)
・

「
運
」

(大
六

二

『文
章
世
界
』
)
・
「
偸
盗
」
(大
六

.
四
、

七

『
中
央
公
論
』)

・

「
往
生
絵
巻
」

(
大

一
〇

・
四

『国
粋
』
)
・

「
好
色
」

(大

一

【
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○

.
一
〇

『
改
造
』
)
・

「
藪

の
中
」

(大

=

・
一
『新
潮
』
)
お
よ
び

「
六

の
宮

の

姫

君
」

(大

=

.
八

『
表
現
』)
の
十
篇

に
の
ぼ
る
制
作
が
、
い
わ
ゆ
る

「
今
昔

物
」

で
占

め
ら
れ
る
。

芥
川
と
瀧
井
と

の
文
学
的
交
渉

の
実
質
は
、
瀧

井
が
作

句
の
、
芥
川
が
創
作

の
手
ほ
ど
髫
を
す
る
、
相

互
の
師
弟
、
切
磋

の
関
係

に
あ

る
。
芥
川
が
、
前
掲

の

「
俳

人
瀧
井
折
柴

の
家
」
と
記
述

し
て
、
小
説
家
瀧
井
孝
作
と
記
さ

ぬ
ゆ
え

ん
で
あ

る
。
な

る
ほ
ど
、
滝
井

に
向
か

っ
て
小
説
作
法
を
教
え
、

『
今
昔
物

語

集
』

に
目
を
開
か
せ
た

の
は
芥

川
で
あ
る
。
が

、
芥

川
と

異
な

る
資
質

の
瀧
井

の

『
今
昔
』
に
会
得
は
、
芥

川
の
予
期

せ
ぬ
と

こ
ろ
に
表
わ
れ

た
の
で
は
な

い

か
。

一
応

、
仮

定
し
て
み
る
。

大
正

八
年

か
ら
芥
川
龍
之
介

に
直
接
教

へ
ら
れ

る
所
が
多
か

つ
た
。

『
今

.

昔
物
語
』

の
美

し
さ
鮮
や
か
さ
が
分

つ
た
。
西
鶴
に
付
い
て
、
芭
蕉

に
付

い
て
よ
く
語
合

つ
た
。
今
昔
物
語
、
西
鶴
、
芭
蕉

な
ど
は
こ
の
時
分

か
ら

以
後
も
時
折
く
り
返
し

て
読
み
、
生
涯

の
伴

侶
に

な

つ

た
。

(「私
の
読
書

遍
歴
」
、
昭
二
八

・
九

・
一
四
付

『
日
本
読
書
新
聞
』
)
-

と

、
瀧
井

は
う

ち
明
け

る
。
ま

た

「
文
学
的
自
叙
伝
」
、

の

「
ぼ
く

の
文
章

は

『
今
昔
物
語
』
と

『
西
鶴
全
集
』

と

『
夜

の
光
』

(注
志
賀
直
哉
の
作
品
集
、
大

七

.
一
.
一
六
刊

新
潮
社
)
等

の
影
響
が
現
は
れ
て
ゐ
る
」

に
、

重

ね
合
わ

せ

ら
れ
る
。
首
肯

で
き
よ
う
。
芥

川
に

『
今

昔
物

語
』

ほ
か
を
血
肉
化

し
、
自
身

の
文
体
化
す
る
こ
と
は
不
可
能
事

で
あ

る
。
f

右

の

唱
節

は
、
随
筆
集

『
生

の
ま
ま
素

の
ま
ま
』
(昭
三
四

.
二

。
五
刊

桜
井
書
店
)

に
収
録

さ

れ
る
。
同

題

の

エ
ッ
セ
イ
に
、

「
迫
真
力
」
と

「
個
性

の
強

い
抵
抗
力
」
と
を
必
要
と
す

る

「
自
然

の
純
粋
」
ざ
を
力
説
す
る
。
瀧
井

の
希
求
す
る
真
骨
頂
を
語

っ
た
標

題
で
あ

る
。

「
教

へ
ら
れ

る
所
が
多

か

っ
た
」
と

「
分

つ
た
」
と

い
う
自
得
と

の
差
異
は
、
問
わ
れ

な
け
れ
ば

な
る
ま

い
。

「
『
今
昔
物
語
』

の
美

し
さ
鮮
や

か
さ
」

の
含
意
は
、
芥
川
が
後
年

に

い

う

ゴな

「
美

し
い
生
ま

々
々
し
さ
」
、

「
び
註
雷
澤
団

(
野
性
)

の
美
し
さ
」
、

コ
慢
美

と

か
華
奢
と

か
に
は
最
も
縁

の
遠

い
美
し
さ
」
に
敷
衍
で
き
る
か
も
知
れ
な

い
。

「
今
昔
物
語
…鑑
賞
」

(
昭
二

・
四

・
三
〇
刊

新
潮
社

『
日
本
文
学
講
座

・
第
五
巻
』

所
収
)
に
詳
述

す
る
、

「
や

つ
と

『
今
昔
物
語
』

の
本
来

の
面
目
を
発
見
」
し

た
と

い
う
、
享
受

の
到
達
点

で
あ

る
。

し
か
し
、
私
見

に
ょ
れ
ば
、

こ
の
種

の

素
朴
な
、

た
く
ま

し
い

「
美

し
さ
」
を
、

『
今
昔
物
語
集
』

の
自
然

の
美
し
さ

を
、
少

し
く
も
、
作
品
化
し
よ
う
と
試
み
た

の
は
王
朝

「今
昔
物
」

の
掉
尾

の

作
、

「
六
の
宮

の
姫
君
」
が

初
め
て
で
あ

り
、
最
後

で
あ

る
。

つ
い
に
、

か
な

わ
な
い
。

か

つ
て
、
意

識
し
て
人
工
的
、
技

巧
的
、
解
釈
的
な
方
法
、
そ

の
も

っ
と
も
巧
緻

を
き

わ
め
た

「
藪

の
中
」
、
ー

を
駆
使

し
て
い
る
限
り

は

「
発

見
」

で
き
ず
、
作
品
化
も
な
ら

ぬ
種
類

の

「
美
し
さ
」

で
あ
る
か
ら
だ
。

或
異
常
な
る
事
件
を
不
自
然

の
感
じ
を
与

へ
ず
に
書
き
こ
な
す
必
要
上
、

昔
を
選
ぶ
と
云

ふ
事
に
も
、
さ
う
云
ふ
必
要
以
外
に
昔
其
も

の
の
美

し
さ

が
可
成
影
響

を
与

へ
て
ゐ
る

の
に
ち
が

ひ
な
い
。

し
か
し
、
主
と

し
て
僕

の
作
品

の
中

で
昔
が
勤

め
て
ゐ
る
役
割

は
、

や
は
り

「
ベ
ル
ト
が
糸
を
紡

い
で
ゐ
た
時

に
」

で
あ

る
。
或

は

「
ま
だ
動
物
が

口
を
利

い

て

ゐ

た

時

に
」

で
あ
る
。
(
「昔
」
よ
り
)

方
法

に
腐
心
し

て
、

「
昔
其
も

の
の
美
し
さ
」
に
及
ぼ

な
い
、
も

し
く

ま
巨

セ
チ

絶
す
る
資
質

の
性
向
を
告
白
し
て
い
る
。
が
、
-

い
ま

や
、
そ

の

「
昔
其
も

の
の
美
し
さ
」
、

つ
ま
り

『
今
昔
物

語
集
』

の
自
然

の
美

し
さ
に
開
眼

す

る
。

一60ユ【

k



こ

の
転
換

は
な
に
を
契
機

と
す
る
の
か
。

「
六
の
宮

の
姫
君
」
評
価
は
、
不
徹

底

な
そ

の
歴
史

離
れ
と
、

歴
史
其
儘
と

を
論
拠

に
し
て
二
分
さ
れ

て
い
る
。
む

し
ろ
、
双
方

の
間

に
、

不
安
定

に
揺
ら

い
で
い
る
作
品
と

い
う
方
が
至
当
だ

ろ

う
。転

換
に
努

め
た

「
六
の
宮

の
姫

君
」

は
、
そ
れ
以
前

の

「
今
昔
物
」
と

一
線

を
画
す
。
瀧
井

の

「
中
務
大
輔

の
娘
」
が
そ

の
位
置

に
あ
り
、
芥
川
を
促
が

し

た
と
す

る
こ
と

は
可
能
だ
。
1

も

の
の
あ
わ
れ
系

の
説
話
類

に
、
芥
川

の
渉

猟
が
到
ら

ぬ
は
ず

は
な

い
。
瀧
井

に
熱

っ
ぽ
く
鼓
吹

し
た
ろ
う
。
都
会
人
芥

川

と
飛
騨
高
山

の
野
人
と
は
享
受
が
異
な
る
。
瀧
井

の
気
質
は
た
め
ら
わ
ず
、
粗

野
な

「
美
し
さ
」

の
核
心
に
、
直
截
に
参
入
し
て
し
ま
う
。
素
材

を
提
供

し
た

芥

川
は
、
逆
に

『
今
昔
物
語
集
』
の

「
本
来

の
面

目
」

を
ほ
か
な
ら

ぬ
瀧
井

に

教

え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

す

で
に
し
て
、

「
中
務
大
輔

の
娘
」

は
芥
川

の

『
今
昔
物
語
集
』
関
心

に
触

発

さ
れ

た
制
作

で
あ

る
こ
と

は
明
ら

か
だ
。
も

っ
と
積
極
的

に
、
芥
川

の
示
唆

な

り
、
教
示
な

り
の
所
産
と

い

っ
て
よ
い
だ

ろ
う
。

し
か
し
、
そ

の

半

年

後

に
、
同

じ
発
表
誌

『
表
現
』
上

に

「
六
の
宮

の
姫
君
」
を
見
る
と
き
、
芥

川
が

「
中
務
大
輔

の
娘
」
を
充
分

に
視
野

に
置
き
、
し
か
も
刮
目
し
た
証
し
と
し
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
。

ー

素
材

に
懸
隔

の
あ

る

「
舎
人
達

の
失
敗
」
・
「
木
洞
物
語
」
は
、
執
筆

・

発
表

の
大
幅

に
遅
れ

て
い
る
点

で
、
直
接
、
芥

川

の
影
響
下
と

い
う
制
作
事
情

で
は
な

い
。

3

「
中
務
大
輔

の
娘
」
は
、
『今
昔
物
語
集
』
巻
第

三
十

「
中
務

ノ
太
輔

ノ
娘
、

オ
フ
ミ
ノ
グ
ソ
ジ
ノ
ヒ
ト
ナ
レ
ル
む
ト

ロ

成
近
江
郡
司
婢
語
第
四
」
を
典
拠
の
主
軸
と
し
て
構
成
さ
れ
た
短
篇
小
説
で
あ

あ
ら
の

る
。

同
様

に
、

こ
の
優
れ

た
説
話

を
作
品
化

し
た
堀
辰
雄

の

「
曠
野
」
が
あ
ま

り
に
有
名

で
あ

る
が
、
実

は
身
近

か
に
先
蹤
的
な
制
作
が
存
在
し

て

い

た

の

あ
ら
の

で
あ

る
。

「
曠
野
」

は
昭
和
十

六

(
一
九
四

一
)
年
十

二
月

一
日

付

『
改

造
』

(改
造
社
発
行
)
第

二
十
三
巻
第

二
十
三
号
に
発
表
さ
れ
、

作

品

集

『
曠
野
』

(昭

一
九

.
九

・
二
〇
刊

養
徳
社
)
に
収
録

す
る
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
堀
も
、
芥

川
晩
年

の

「
田
端

人
」

の
ひ
と
り

で
あ

り
、

最
愛

の
弟

子
で
あ

る
。
ー

旧
制

一
高

の
学

生
堀
が
、
室

生
犀
星
を
通

じ
て
芥

川
に
紹
介
さ
れ
た
の
は
大

正
十
二
年
十
月

の
こ
ろ
ら

し
い
。
芥
川
家

は
関
東
大

震

災
を
ま
ぬ
か
れ

て
い
る
。
知

遇
を
え
た
堀

は
翌
年
秋

か
ら

一
時
期
、

田
端

の

下
宿
屋

「
紅
葉
館
」

に
入
居
す

る
。
翌
十
四
年

の
ひ
と
夏
は
軽
井
沢

に
滞
在
し

て
、
芥
川
や
片
山
広
子
、
聡
子
母
子
と
親

し
く
交
際
し
、
後
年
、

「
ル
ウ
ベ

ン

ス
の
偽

画
」

(昭
五

.
五

『
作
品
』
、
た
だ
し
、
そ
れ
以
前

に

「断
片
」
と
し
て
二
回
発

表
)
、

「
聖
家
族
し

(
昭
五

.
二

『改
造
』
)
に
小
説
化
す
る
体
験

を
持

っ
。

芥

川

の
死
後
、
全

八
巻

『
芥
川
龍
之
介
全
集
』

(昭
二

・
コ

・
三
〇

・
～
四

・
二

・

二
八
刊

岩
波
書
店
)
の
編
集

に
従
事

(昭
二

・
九
～
三

・
七
)
し
て
い
る
。

あ
ら
の

「
曠
野
」

の
冒
頭

の

一
文
は
、

次

の
よ
う
に
語
り
始

め
る
。
原
話

に
記
述

さ

れ
て

い
な

い
部
分
を
書
き
添
え
た
の
で
あ

る
。

そ
の
こ
ろ
西

の
京

の
六
条

ρ
ほ
と

り
に
中
務
大
輔
な

に
が

し
と
云

ふ
人

が
住

ま

つ
て
ゐ
た
。
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主
人
公

は
こ
の

「
中
務
大
輔

の
娘
」
、
す
な
わ
ち
、
「
六
条

の
ぽ
と
り
」
の
邸

に
養
わ
れ

た

「
六
の
宮

の
姫
君
」

に
仕
立

て
ら
れ
て

い
る

の
だ
。

「
六

の
宮

の

姫
君
と
云

ふ
の
は
、
そ

の
土
地

の
名

前

に
拠

つ
た

の
だ

つ
た
」
と
、
芥
川
作
品

に
い
う
。
原
典
6

「
今

ハ
昔
、
六
ノ
宮
ト
云
フ
所

二
優
ゲ
ル
麟
冩

ノ
子
二
・
」

を

あ
ら
の

採

っ
た
も

の
で
あ
る
。
瀧
井

の

「
中
務

大
輔

の
娘

」
と
堀

の

「
曠
野
」
と

は
前

記
を
、
芥

川

の
は

『
今
昔
物
語
集
』
巻
第

十
九

「
六
ノ
宮

ノ
姫

君
ノ
夫
出
家

セ
ル

ぽ
ト語

第
五
」
を
典
拠

に
し
て
い
る
。
堀

は
、

こ
こ
に
両
説
話
を
結
び

着

け

て

お

く
。
構

成
的
な
瀧
井
作

品
と
は
対

照
的

に
、

「
中
務
太
輔
娘
、
成
近
江
郡
司
婢

あ
ら
の

語
」

の
原
話

を
、
以
下
に
、
忠
実

に
な
ぞ

っ
て
行
く

「
曠
野
」

で
あ

る
の
に
。

i

現

代
小
説
化
に
、
原

話
が

出
家
機

縁
譚

で
あ

る
こ
と

は
支
障
と
な
ら
な

い

あ
ら
の

の
か
。
芥

川
作

品
は
そ

の
部
分

を
捨
象

し
え
た
。

し
か
し
、

「
曠
野
」

の
主
人

公
設
定

に
、

別
個

の
説
話
を
も

っ
て
連

結
し
て
い
る
と

は
、
ど
う

い
う

こ
と
な

の
か
。

堀

の

「
六
の
宮

の
姫

君
」

評
価

は
異
様

に
高

い
。
、
昭
和

四
年

三
丹

に
、
東
京

帝

大
文
学
部

国
文
科
を
卒
業
す

る
際

に
提
出

し
た
卒
論

「
芥
川
龍
之
介
論
-

芸
術
家
と
し
て
の
彼
を
論
ず
ー

」
中

に
、

僕

は
再

び
繰
返
す
な
ら
ば
、

こ
の
作
品

は
彼

の
歴
史
小
説
中
最
も
完
成
さ

れ

た
も

の
で
あ

り
、

そ
の
故

に
歴
史
小
説
中

の
最
高
位
を
占

め
る
べ
き
も

の
で
あ

る
。

「
鼻
」
そ

の
他

の
彼
独
自

の
逆
説
的
な
心
理
解
剖

の
妙
は
無

い
が
、

い
か
に
も
華

や
か
な

し
か
も
寂

し
い
、

ク
ラ
シ

ッ
ク
の
高

い
香
を

放

つ
た
、
何
と
も
言

へ
ず
美
し

い
作
品

で
あ
る
。
彼

の
最
上

の
傑
作

で
あ

る
と
言

は
な
け
れ
ぽ
な
ら
な

い
。

と
讃
美
す
る
。

い
か

に
篤

い
敬
愛

の
念
を
捧
げ
た
師

へ
の
論
と
い
い
な
が
ら
、

「
六
の
宮

の
姫

君
」

一
作
を
指

し
て
、
森
鴎
外
を
含

め
た

「
歴
史
小
説
中

の
最

高
位
」
と
称

し
、
芥
川
文
学
中

の

「
最
上

の
傑
作
」
と
称
す
る

の
は
、
不
当
な

過
褒

に
な

る
だ

ろ
う
。
他

の
芥
川
作
品
が
色
あ

せ
て
し
ま
う

ほ
ど
な

偏
愛
、

い

わ
ゆ

る
贔
屓

の
引
き
倒

し
で
あ

る
。
ー

全
体

に
、
堀

の
痛
切
な
主
情

の
濃
く

流
れ

る
、

こ
の
卒
業
論
文

に
客
観
性
を
求

め
る

こ
と
は
慎

し
ま

れ

る
。

と

く

に
、
右

の
言
辞

に
は

こ
と
さ
ら
な
気
味
あ

い
が
な
く
も
な

い
。

あ
ら
の

自
作

「
曠
野
」
を

し
て
、
芥
川

の

「
六

の
宮

の
姫
君
」

に
連
ら
ね
て
、
そ

の

正
統
な
後
継
作
と
任
じ
る
意
思
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、

「
中
務

太
輔

娘
、

成
近
江
郡
司
婢
語
」

の
小
説
化
は
永

い
く

宿
願
で
も
あ

っ
た

の
だ
ろ
う
。
も

ち
ろ
ん
、
瀧
井
作
品

の
存
在
を
了
知
し
た
上

で
、
で
あ
る
。
、

!

一
連

の
堀

の
言
動
は
、
瀧
井

の

「
中
務
大
輔

の
娘
」
と
芥

川
の

「
六
の

宮

の
姫
君
」
と

の
間

に
、
あ
る
角
逐

の
あ

っ
た

こ
と
を
照
し
出
す
。
猜

せ
ら
れ

る
の
だ
。
前
記

の
回
想

「
純
潔
1

『
藪
の
中
』
を
め
ぐ
り
て
i

」
に
よ
る
と
、

そ
の
原
典

「具
妻
行
丹
波
国
男
、
於
大
江
山
被
縛
語
」
の
着
目
と
小
説
化
の
計

ヘ

へ

画
は
、
ま
ず
、
瀧
井

の
も

の
で
あ

っ
た
。

「
こ

の
や
う

な
貞
操

の
純
潔

の
失

は

ぐ
ら
し

れ
た
夫
婦
は
、

こ
の
後
何
う
い
ふ
夫
婦

生
活

を
し
て
行
く

か
、

こ
の
場
合

か
ら

あ
と

尚
ほ
後
で

の
夫
婦
の
心
持
が
小
説
に
書
け

る
と
云

つ
て
、
私

は
、
純
潔
を
失

つ

た
女
、
も
は
や
純
潔

で
な
い
女
、

こ
れ
を

主
題

に
し
た
小
説
」
を

作

り

た

い

と
、
腹
案
を
芥
川

に
う
ち
明
け
た
と
い
う
。

「
玄

人
上
り
の
女
」

と

結

婚

し

た
、

「
良
人

の
貞

操
」
の
作
者

に
は
切
実
な
動
機
が
あ

っ
た
か

ら

で

あ

る
。

「
当
時
、
私

は
芥
川

さ
ん
に
、
自
分

の
考

へ
た
小
説

の
材
料
や
主
題
な
ど
、
折

々
話
」
す
、
隔
意

の
な

い
間
柄
だ
。
瀧
井

の
構
想
が
成
稿
す
る
前

に
、

「今

昔

物
語
や
宇
治
拾
遺

か
ら
取
材
し
た
小
説
は
、
以
前
か
ら
出
し
て
、
お
家

の
芸
」
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と
す

る
芥
川

は

「
藪

の
中
」
を
執
筆
し
、
誌
上

に
発
表
し
て
し
ま
う
。

一
読
す

る
と
、

「
私

の
考

へ
て
ゐ
た

の
と
凡
そ
別

の
小
説
と
分

つ
た
が
、
私
は

こ
の
時

マ
マ

こ
の
題
材

は
書
け
な

い
気
が

し
ま
し
た
。
私
が
書
け
ば

二
番
煮
じ

で
、

こ
の
材

料

の
純
潔
性
も
、
も
は
や
な
く
な

つ
た
」
と
感
じ
、
放
棄
し
た
と
あ
る
。

「
芥

川
さ

ん
は
他
人

の
材
料

で
書
く

癖
」

も

あ

り
、

「
ト

ロ
ッ

コ
,」

・
「
一
塊

の

土
」

・

「
仙
人
」

・

「
庭
」
な
ど
を
挙
げ

て
い
る
。

し
て
み
れ
ば
、
芥
川

の
愛
弟
子
が
、
す

で
に
作
品
化
さ
れ

て
い
る

「
中
務
大

輔

の
娘
」

の
原
典

に
対

し
て
、
し
か
も
、
そ
れ
を

「
六

の
宮

の
姫
君
」
に

つ
な

げ

て
小
説
化

し
た
の
は
、
あ
た
か
も
、
如
上
と
は
逆

の
事
情

で
も
あ

っ
た
、
と

し
て
の
こ
と

か
。
芥
川
側

か
ら
は
、
自
分

の

「
中
務
太
輔
娘
、
成
近
江
郡

司
婢

語
」

の
小
説
化

に
先

ん
じ
て
、
瀧
井

に
仕
遂
げ
ら
れ

て
し
ま

っ
た
と

い
う
競
合

で
あ

る
。
も

っ
と
単
純

に
、
瀧
井
が

「
今
昔
物
」
を
執
筆
し
た

こ

と
、

つ

ま

り
、
芥
川

の

「
お
家

の
芸
し
を
侵
犯

し
た

こ
と

の
不
快
さ
か
も
知
れ
な

い
。

こ

れ

を
芥
川
が
堀

に
語

っ
た
も

の
か
、
ど
う

か
。
あ

る
い
は
堀
が
師

の
胸
中
を
は

か

っ
て
、

ひ
と
り
決
め
た
も

の
か
。
芥
川

に
も
、
堀

に
も
、
関
連
す
る
証
言
は

な
い
。

少
な
く
と
も
、

「
中
務
太
輔
娘
、

成
近

江
郡

司
婢
語
」
と

「
六
宮
姫
君
夫
出

家
語
」
と

の
二
説
話
は
特
定

し
て
、
瀧
井

・
芥
川

の
ま
え
に
並
存

し
て
い
た
と

し
な
け
れ
ぽ
な
ら
ぬ
。

熱
い
視
線
を
浴
び
た
好
飼
だ

っ
た
の
で
あ

る
。

二
人

の

作
家
は
各
個

に
典
拠
を
求
め
、
そ
れ
ぞ
れ
を
小
説
化

し
た
の
で
は
な
い
。
共
通

し
て
着
目

し
た

の
で
あ
る
。
そ

し
て
、
お
そ
ら
く
曲
折

に
満
ち
た

前

者

の

方

が
、
そ

の
制
作

に
小
説
家

の
嗜
欲
は
そ
そ
ら
れ
る

こ
と
だ
ろ
う
。
殊
に
、

ス
ト

ー
リ
ー
テ

ィ
ラ
ー
芥
川
好

み
で
あ
る
。
出
遅
れ
た
芥
川

の

「
六
宮
姫
君
夫
出
家

語
」
の
採

用
は
、
余
儀

な
く
と

っ
た
次
善

の
策

に
違

い
な

い
。
角
逐

の
後
遺
症

あ
ら
の

を
残
す

の
で
あ

る
。
i

時
期
的

に
い
え
ば
、

「
曠
野
」

の
発

表

直

後

に
、

「
中
務
大
輔

の
娘
」
を
冠
し
て
旧
作
群
を
集

め
た

『
稚
心
』

の
刊
行
が
あ
る
。
、

こ

の
事
実

は
偶

然
と
い
う

よ
り
も
、
堀

の
意
向

を
受
け
と

め
た
瀧
井

の
、
呼
応

の
姿
勢
を
看
取
で
き
よ
う
。

〈芥

川

の

『
今

昔
物

語
』
〉

を
中

心
に
、
芥
川

・
瀧
井

・
堀

の

三
者
相
互

の

芸
術
的
琢
磨
が

演
じ
ら
れ

た
の
で
あ

る
。
そ
れ

は
三
制
作

を
、
相
手
を
意
識

し

合

っ
た
個
性
豊
か
な
も

の
に
育
て
上
げ

る
だ
ろ
う
。

さ
ら

に
五
年
後
、
菊
池
寛

の
「新
今
昔
物
語

六
宮
姫
君
」
が
参
加
す
る
。

こ
れ
は
昭
和
二
十

一

(
一
九
四
六
)

年
十

一
月

一
日
付

『
苦
楽
』
(苦
楽
社
発
行
)
創
刊
号

に
発
表

さ
れ

る
。

以
下
、

す
べ
て

「
新
今
昔
物
語
」

の
角
書

き

を

つ
け

て

「
狐

を
斬

る
」

・

「
学
者
夫

お
お
さ
ざ
き

婦
」

・

「
大
雀
天
皇
」
・
「
心
形
問
答
」
・
「
三
人
法
師
」

・
「龍
」

・
「
伊
勢
」
・

「
馬
上

の
美
人
」
を
翌

二
十

二
年
七
月
号
ま

で
同
誌
に
連

載
し
て
"
る
。
収

録

作
品
集

は

『
好
色
物
語
』

(昭
二
六

.
九

.
二
五
刊

二
十
世
紀
日
本
社
)
で
、
『
古

事
記
』

・

『
今
昔
物
語
集
』

・

『
宇
治
拾
遺
物
語
』

・

『
古
今
著
聞
集
』
そ

の

他

の
古
典

に
取
材

し
た
全

三
十
話
を
納

め
た
、

菊
池
没

(昭
二
一二
・
三

・
六
)
後

の
刊
行

で
あ

る
。
そ

の
巻
末

に
河
上
徹
太
郎
が

「
あ
と
が
き
」
を
付
け
、

「
少

く
共

こ
の
不
正
規
な
文
筆
活
動
を

し
た
天
才
的
文
学
者

の
晩
年

の

一
と
時
を
異

常

な
親

し
み
あ

る
明

る
さ

で
照
す
名
篇

で
あ
る

こ
と
は
確
か

で
あ
る
」
と
、
結

ん
で
い
る
。

芥

川
と
そ
の
周
辺
の
作
家

に
よ
る
女
主
人
公

の
物
語
群
は
、
ひ
と

つ
の
系
譜

を
形
成
し
て
い
る
。
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4

「
六
宮
姫
君
夫
出
家
語
」

の
世
界
は
、
牢

固
に
組
み
立
て
ら
れ

た
出
家
機
縁

説
話

で
あ
る
。
標
題
に
見
る
通
り
、
六

の
宮

の
姫

君

の

「
夫
」

が

「
出
家

セ
ル

語
」
、
男
を
主
人
公
と
し
て
そ
の
出
家

の
機
縁

を
物
語

る
。

男

は
愛
す
る
女

の

遺

体
を
抱

い
て
、
到
来

し
た
死

の
意
味
、
死

の
必
然
性
を
悟

る
。
原
話

に

「
男

シ
バ
シ

イ
ギ

カ
ヘ

ヒ

ス
ク
ミ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

暫

ハ

『
生

ヤ
返

ル
』

ト
抱

キ
タ
リ
ヶ
レ
霞

ヤ
ガ
テ
水

エ
痊

二
ヶ
レ
バ
、
此

ク
見

成

シ
テ
、

ユ
カ
ズ

ア

タ

ゴ

モ
ト
ド
リ

ギ
リ

ナ
リ

其

レ
ヨ
リ
家

ニ
モ
不
行

シ
テ
、
愛
宕
護

ノ
山

二
行
テ
髻
ヲ
切
テ
法
師

二
成

二
ヶ
リ
」

(傍
点
町
田
)
と
あ
る
。

こ
の
説
話
は

「
姫
君
」

の
出
自

か
ら
始

め
て
環
境
、

行
路
を
語
り
、

一
見
、
標
題
に
反
し
て
主
人
公
に
見
誤
る
ば
か
り
だ
。
が
、

ゆ

え
な

い
こ
と

で
は
な

い
。
遠

い
前
代
か
ら
時
運
に
見
放
さ
れ
、
永

く
世

に
交

ら

う

こ
と
も
な
か

っ
た
、
皇
孫
四
世

の
末
裔

「
六
宮
姫

君
」
が
既
定

の

コ
ー

ス
を

ひ
た
す
ら

に
零
落
を
極
め
て
、
死
ん
で
し
ま
う
。
両
親

の
急

死
に

象

徴

さ

れ

る
、
生
命
力
を
欠

い
た
名

門

の
最
後

の

一
人
が
滅

び
に
向

か
う
途
次
、

し
ば
ら

く
、
か
か
わ

っ
た

「夫

」
に
は

「
姫

君
」

の
負
う
悲
痛

な
宿
命
を
取
り
除
く

こ

パ
カ
リ

と
な
ど
で
き

な
い
。
「
二
十
余
歳
許
ナ
ル
」
受
領

の
子
な
ら
ず
と
も
、
誰

し
も
、

傍

観
す
る
よ
り
他

に
あ

る
ま
い
。
女

に
再
会

し
た
男
が
出
家
す
る

の
は
、
窮
迫

に
ま

か
せ
て
薄
幸

の
生
涯
を
閉

じ
ざ

る
を
え
な

い
女
を
目

の
あ
た
り
に
し
て
、

不
可
避

の
無
情

を
感
得

し
た
か
ら

で
あ

る
。
男

の
不
実
、
非
力

の
ゆ
え
と
か
、

陸
奥

・
常
陸

に
安
穏
な
歳
月
を
送

っ
て
、
京

の
女
を
か
え
り
み
な
か

っ
た
自
責

の
念
と

か
の
ゆ
え

で
は
な
い
。

こ
の
説
話

を
換
骨
奪
胎

し
て
、
現
代
小
説
化
す
る

の
は
容
易
な
作
業

で
は
な

い
。
芥
卅

の
透
徹

し
た
鑑
賞
力

は
、

か
え

っ
て
原
話

の
美
質

の
み
理
解
さ
れ
、

創
意

の
働
く
と

こ
ろ
を
失
な
う
だ

ろ
う
。
物
理
的

に
い

っ
て
し
ま
う
と
、
「
夫
」

を

主
人
公

の
場

か
ら

は
ず

せ
ば
、
自
動
的

に
、
出
家
機
縁
も
捨
象
で
き
よ
う
。

「
六
宮
姫
君
」
を
主
人
公

に
改

め
て
、
再
構
築
す
る
破
壊
的
な
契
機
は
ど
こ
か

ら
も
た
ら
さ
れ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
堅
固
な
説
話
中
に
見
出
す

こ
と
は
難
い
。

つ
け
入
る
余
地
は
な

い
。
や
は
り
、
外
部

か
ら
持

ち
こ
ま
れ

た
も

の
に
よ
ら
ね

ぼ
な
ら

ぬ
。

「
中
務
太
輔

娘
、
成
近
江
郡

司
婢

語
」
と
、
そ
れ
を

主
な
原
典
と

〆

す
る
瀧
井
の

「
中
務
大
輔

の
娘
」
と
が
そ

こ
に
あ

る
。

「
中
務

太
輔
娘
、
成
近
江
郡
司
婢
語
」

は
女

主
人
公

の
数
奇
な
、
落
魄

の
短

い
後
半
生

を
ド
ラ

マ
テ

ィ
ッ
ク
に
描

い
て
い
る
。
相
愛

の
男
女
が
飽
か

ぬ
別
れ

を
し
た
後

に
、
明
暗
を
分
け
た
人
生
を
た
ど

っ
て
行
く
。
別
れ
た

の
は
女

の
、

男

の
将
来
を
計
ら

っ
、て
の
こ
と

で
あ
る
。
案

の
条
、
か
ね

て
の
衰
微

の
度
を
増

し
て
、

「
中
務

ノ
太
輔

ノ
娘
」
は
困
窮
し
、

「
近
江
ノ
郡
司
ノ
婢
」
に
流
浪
、

転
落
す
る
。
そ

し
て
新
国
守

に
昇
任
し
た
男
に
再
会
し
、
も
と

の

「
夫
」
と
知

っ
た
と
き

に
死

ん
で
し
ま
う
。

二
つ
の
説
話
は
併
読
す
る

こ
と
が

可
能

だ
。
相

違
点
よ
り
も

類
似

点
、
共
通

点
が
目

に
つ
く
。
そ
れ
は

「
女
」
像

の
上
に
重

な
る
だ

ろ
う
。
富
貴
と

は
無
縁

な
中
流
貴
族

の

一
人
娘
が

、
相

つ
い
で
両
親

を
失

な
う
。
後
見

を
す

る
有
力
な

親
戚
も
な
い
ら
し
い
。
援
助

の
手
は
ど
こ
か
ら
も
差

し
の
べ
ら
れ
な

い
。
消
極

的
、
所
与

的
な
は
か
な
い
生
は
、
結
局
、
苛
酷
な
運
命

に
さ
ら

さ

れ

て

終

わ

ヒ
こ
ス
ク
ミ

る
。

女

の
最
期

は

「
只
水
痊

ヶ
レ
バ
」
と
あ

っ
て
、

こ
れ
も
共
通
し

よ

う
。

男

を
通
わ
せ
て
い
た
と
き
も
、
再
会
も
、
活
力

の
回
復

に
は
な
ら

ぬ
。
た
だ
、

つ

ス
ク
セ

ヤ
ラ
レ

た
な
い

「
身

ノ
宿
世
思

ヒ
被
遣
」
る
諦
観
を
抱

い
て
い
る
だ
け
だ
。
悲

涼

の
行

路

を
描

い
て
、
哀
切
感

は
深

い
。
ー

別
個

の
説
話
は
女

性

像

に

限

っ
て
、
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互

い
に
補

い
合

っ
て
読
む

こ
と
が

で
き
、
通
行

し
て
明
確

な
性
格

を

形

づ

く

る
。さ

て
、
瀧
井
は

「
中
務
太
輔
娘
、

成
近
江
郡

司
婢

語
」

を
採

り
、
自
作

の
骨

格

に
用

い
る
。
が

、
そ
こ
に
大
胆

な
構

成
変
更

を
ほ
ど
こ
し
、
他

の
説
話

四
篇

を
投
入
す
る
と

い
う
、
破
天
荒
な
構

想
を
盛

っ
た
小

説
化

を

「
中

務

大

輔

の

娘
」
で
試
み
て

い
る
。
斬
新

な
と

い
う

よ
り
実
験
的

な
、
意
欲
作

で
あ

る
。

昔

、
近
江

の
或

所
に
て

の
出
来
事

で
、
i

其
処

の
郡
司
某

の
婢
女

の

中
に
、
京

生
れ

の
婦

人
が

一
人
交

つ
て
居

た
。
年

は
二
十

四

五

に

見

え

た
。

冒

頭
、
零
落

し
果

て
た

「
京

ノ
」
が
設
定
さ
れ

て
い
る
。

「
京

の
」
と

は
、

女

の
身

の
上

を
知

る
郡

司
の

つ
け

た
呼
び
名

で
あ

る
が
、
同

じ
使
用
人
た
ち

に

ヘ

ヘ

ヘ

へ

は
、
無
能
な

は
し
た
め
を
意
味
す

る
蔑
称

で
し
か
な

い
。
痛
烈

で
あ
る
。
新
任

の
国
守
が

下
向

し
、
饗
応

の
支
度

に
立

ち
働

い
て
い
る

「
京

の
」

に
目
を
と
め

る
。
郡
司

は
女

を
湯

に
入
れ
、
髪
を
梳

か
せ
、
装
わ

せ
て
、
館

に
参
上
さ
せ
よ

う
と
す

る
。

に
わ

か
に
身
辺

の
美

し
く
な

る
の
を
見

て
、
女
は
、
脳
裡

に
本
来

の

「
京

の
」
を

よ
み
が
え
ら
す
。
回
想
部

に
は

い
る

の
で
あ
る
。

な
か
つ
か
さ
の
だ
い
ぶ

す

け

彼
女

は
、
中
務
大
輔
と
云

ふ
中
務
省

の
次
官

で
正
五
位

下

の
位

を
所
持

す
る
、
由
緒

の
あ

る
家

に
生
ま
れ
た
、
娘
只
独
り

の

一
粒
種

で
あ

つ
た
。

進
行
す
る
現
在
時
か
ら
、

い

っ
た
ん
生

い
立
ち

の
原
点
に
戻

り
、

順
次
に
来

歴

を
語

つ
て
、
現
在
時

に
及
ん
で
く
る
。
整

然
た
る
時
間
処
理
の
構

造
軸
が
、

説
話
群

の
オ

ム

『
ハ
ス
的
構

成
を
組
む
作

品
に
、

生
じ
や
す
い
混
乱

を
押

え
て

有
効

で
あ
る
。

「
こ
の
中
務

大
輔

の
家
は
貧

し
か

つ
た
の
で
、

こ
の
貧
乏

か
ら

娘
を
世
に
立
て
る
事
が

む
つ
か
し
か

つ
た
」
と
、
物
語

る
と
、

《
京

に
、
宗
岡

の
高
助
と
云

ふ
人
が
あ

つ
た
。
(
以
下
略
)

唐
突

に
、

『
今
昔
物
語
集
』

巻

第

三

十

一

「
大
蔵

ノ
史

生
宗
岡
ノ
高
助
、

ム
ス
メ
ヲ
カ
シ
ヅ

ケ
ル
コ
ト

傳

娘

語
第

五
」

の
大
量
採
用

に
展
開
す

る
。
伏
線
も
、
必
然
性
も
な

い
別

説
話

の
出
現

に
、
う

ろ
た
え
ざ

る
を
得
な

い
。
が
、
!

。
微
官

の
わ
が
身
は

貧

し
く
と
も
、
不
相
応

に
豪
邸
を
構
え
、
娘

二
人
だ
け

に
は
贅
を

つ
く
し
て
養

育

し
、
権
門
勢
家

の
将
来
性

の
あ
る
貴
公
子

に
め
あ
わ
せ
よ
う
と
す
る
深
慮

の

物
語
だ
。
言
う
ま

で
も
な
く
、
父

の

「
中
務
大
輔
」
と

「
大
蔵
史

生

宗

岡

高

助
」
と
は
別
人

で
あ

る
。
高
助

の
愚
か
し
さ

に
憫
笑
し
え
て
も
、
子
を
思

つ
て

「
娘
を
世

に
立

て
る
」
、
父
親
気
質

の

一
般
と

い
う
真
情
を
提
示
し

て
、

作
品

の
根
幹

に
接
膚

す
る
。
粗
暴
な
他
説
話

の
導

入

は

「
中
務
大
輔

」
像

に
、
な

ま
く

し
い
立
体
感
を
付
与
し
よ
う
。

「
娘
」

の
も
と
に

「
兵
衛
佐

な
に
が

し

と
称
す
る
、
兵
衛
府

の
次
官
で
同
じ
五
位

の
武
官
が

聟
」
と
な

っ
て
通
う
。

「
《
兵
衛
佐
と

い
ふ
官
人
に

つ
い
て
は
、

か

や
う

な
事

を
し
た

一
人
が
あ

つ

ニ
シ
ノ
ハ
チ
デ
ウ
ニ
シ
テ
シ
ロ
カ
ネ
ヲ
ミ
エ
タ
ル
ロ
ト

た
」
と
、
巻
第
二
十
六

「
兵
衛
ノ
佐
ノ
上
矮

ノ
主
、

於

西

八

条

見

得
銀

語

第
十
三
」

の
説
話
を
採
用
し
て
、
例
示
す
る
。

利
財
、
蓄

財

に

敏

な
、

い
わ

ば
同
名
異
人

の
物
語
で
あ
る
。
ぬ
け
目
な
さ
や
、

目
先

の
利
く

こ

と

は

若

い

出
世
主
義
者
に
不
可
欠
な
も

の
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
。
貧

し
く

て
、
後
見

の
で
き

な

い

「娘

」

の
も

と

を

去

り
、
後

に
国
守

に
昇
進

し
た
男
を
描
く
伏
線

に
働

く
。

「
娘
」
.は
両
親

を
失

な
い
、
家
運
が
傾

い
て
く

る
と
、
男

に
別
れ
話
を
切
り

ッ
ノ
ヵ
ミ
ノ
メ
ト
ナ
レ
ル
コ
ト

出

し
、
巻
第

三
十

「
身
貧

シ
キ
男

二
去
ラ
レ
シ
妻
、
成
摂
津
守
妻
語
第
五
」
を
投

入
す

る
。
も

ち
ろ
ん
、

こ
の

『
大
和
物
語
』
第

百
四
十

八
で
知
ら
れ
る

「
芦
刈

り
」
は
、
作
品

の

ス
ト
ー
サ
ー
と

は
反
対

に
女

の
栄
達
と
、
男

の
貧
窮

に
い
た

一.
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る
物

語
だ
。
瀧
井

は
意

に
介

さ
ぬ
ら

し
い
。
飽

か
ぬ
別
れ
、
再
会
そ
れ
は
永
遠

の
別
れ

の
悲
哀
感

を
流

し
こ
む
。
実
際
、

こ
の
説
話

の
登
用

に
よ

っ
て
、
作
品

の
方

向
は
は

っ
き
り
示
唆

さ
れ
る
。

孤
独
な
窮

境
に
陥

っ
た

「
女
」
は
、
邸
内

に
住

み

つ

い

た

「
年
老
タ
ル
尼
」

の
手
引

き
で
郡

司

の
子
と
会

い
、

や
が

て
近
江

の
国

に
伴
な

わ
れ

て
、
下
婢

の

境
遇
に
落
ち

つ
く
。
物

語
は
現

在
時

を
回
復

し
た
の
で
あ

る
。
i

「
京

の
」

コ
ギ
ツ
ネ
ノ
シ

は
、
国
守

の
寝
室
に
侍

る
べ
き
自
身

に
気
づ
く
。
今
度

は
巻
第
十

四

「
為
救
野

鷺
.
,
殆
.
.
騁
.
.
濁
、
.
描
.
.
入
・
講
第

五
」

を
語

る
。

原
話

は
若
者
と
契

っ
て
、

そ

の
男

の
た
め
に
死
ん
だ
女
、
実

は
狐
が
法
華
経

の
功
徳

に
よ
り
天
女

に
生
れ

変

っ
た
と

い
う
、

霊
験

談
で
あ

る
。
女
が
狐

の
正
体

を
現

わ
し
、
あ
わ
れ

に
も

死
ん
で
し
ま
う
。

そ

の
前
半
部

を
採

っ
て
い
る
。
も

と
の

「
夫
」

に

再

会

し

た
、
妻

の
末
路
を
暗

示
す
る
の
で
あ

ろ
う
。
従

っ
て
、
作
品

の
結
末

は
次

の
通

り
で
、
冗
語
を
弄

さ
な
い
。

(注
、
翌
朝
、
近
江
守
は
女
を
下
げ
た
)
郡
司

の
許

へ
は
女
を
手
厚
く
す
る
や

マ

マ

う
沙
汰
が

あ

つ
た
。
郡

司
は
又
妻

に
事

を
申
聞
け

た
。
其

日
か
ら
郡
司
が

よ
る

か
み

彼

女
に
気
を
付
け
慰

め
て
、
而

し
て
又
夜

は
、
女

を
守

へ
上
げ
た
。

一
短
篇
小
説
が
、

さ
な
が
ら
、
説
話
集

で
あ

る
か
の
如
き
観
を

呈

し

て

い

る
。
特

異
な
構
造
体

の
創
始
だ
。
量

的
に
も
、
全
篇

の
ほ
ぼ
半
分
が
、
独
自

の

興
趣
を
そ
な
え
た
四
説
話

の
領
域
で
あ

る
。
そ
れ

は
芥
川

の
よ
く
す

る
、
例
え

ヒ
き
ノ
イ
ヘ
ニ
ヤ
ド
リ
ラ
サ
ソ

ぽ
、

「
六

の
宮

の
姫
君
」
で
は
巻
第

二
十

六

「
東

二
下
リ
シ
者
、

宿

人

家

値

鸛
..諏
第
+
九
」
や
巻
第
+
五

「
蠹

籔

.
が
、
最
後
・
戰
.岱
,礎
.往
生
セ
ル

コ

ト語
第
四
十
七
」
中

の
片
言
隻

語
を
利
し
て
挿

入
し
、
奏

効
す
る
の
と
は
大

い
に

異
な
る
。
も
と
よ
り
、
現
代
的
解
釈
も
さ
し
は
さ
ま
ぬ
。
根

幹
原

話

の

秩

序

も
、
情
緒
も
、

ほ
と

ん
ど
蹂
躙

し
て
ば
ば
か
ら

ぬ
ま
で

に

見

え

る
、

大
規
模

の
、
生
ま
な
他
説
話

の
導
入

で
あ
る
。

「
中
務
大
輔

の
娘
」

の
哀
話

に
、
表
面
的

に
は
点
か
、
面
か
を
接
し
て
、
実

は
深
奥
部

に
機
能
す

る
四
説
話
を
配
置

し
て
い
る
。
さ
す
が

に
骨
太

の
支
柱
は

貫
通

し
て
、

い
た
ず
ら
な
惑
乱
は
招

か
な

い
。
説
話
集
と

い
う
総
体

の
中
で
、

一
説
話

を
生

か
し
て
み
よ
う
と
す
る
実
験

で
あ
る
。

一
説
話
を
他

の
説
話
群
に

晒
ら

し
て
、

よ
り
漂
白

し
よ
う
と
す
る
実
験

で
あ
る
。
主
人
公
の
倖
せ
薄

い
、

数
奇
な

生
涯
が
、
各
説
話

の
聞

に
見
え

か
く
れ
し
な
が
ら
、
綴

ら

れ

る
。

滑

稽
、
諷
刺
、
諧
謔
、
逆
説
、
怪
異

に
お

い
て
も
、
侵
蝕
さ
れ
ず
、
純
度

の
高
ま

る
哀
情
。
読
後

の
感
銘
は
ダ

イ
ナ
ミ

ッ
ク
で
す
ら
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
立
体
的
、
力
学
的
、
機
能
的
な
構
成
法
は
、
俳
人
瀧
井

の
、
俳

諧

の
付
合

の
援
用

で
あ
る

か
も
知
れ
な

い
。
あ
る

い
は
、
芥
川

の

「
藪

の
中
」

の
多
面
体

の
構
想

に
な
ら

っ
た

の
か
も
知
れ
な

い
。
要
は

『
今
昔
物
語
集
』
に

対
す

る
受
容

の
仕
方

で
あ
る
。
ー

瀧
井
は
原
話

に
の
み
集
注
し
て

い
な

い
。

結
晶
度

に
欠
け

る
そ

し
り
は
免
れ
ま

い
。
作
品

の
統

一
性
、
完
結
性
を
代
償
と

し
て
も
、
説
話
群
と

い
う
集
合
体

に
直
参
し
よ
う
と
す
る

の
だ
。

『
今

昔
物
語

集
』

の
自
然
其
儘
と
す
る
把
握

で
あ
る
。
選
択

の
論
理
を
揮
う
芥

川
に
は
対

蹠

点

に
立

つ
。

お
そ
ら
く
、

こ
の
果
敢
な
冒
険

の
理
解
者
は
、
芥

川
そ

の
人
で
あ

っ
た
に
違

い
な
い
。

か

つ
て
、
歴
史
離
れ
を
駆
使

し
て
来
た
が
、

「
六

の
宮

の
姫
君
」
を

主
人
公

に
取

り
立

て
て
、
原
説
話

の
自
然
其
儘
を
試
み

て
み
る
。
所
詮
、
鋭
敏

で
、
繊

細
な
都
会
人

に
は
原
話

の
残
酷
な
悲
劇
性

に
…堪
え
ら
れ
な

い
よ
う
だ
。

末

尾
、

突
然

の

「
内
記

の
上
人
」

の
登
場
と
、

「
御
仏
を
念

じ
て
お
や
り
な
さ

一
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れ
」
と
で
、

つ
い
に
自

ら
鎮
魂

歌
を
う

た
わ
ざ

る
を

え
な
い
。
遂
行

は
挫
折

し

た

の
で
あ
る
。
瀧

井

の
獲
得

し
た

「
昔
其
も

の
の
美

し
さ
」

は
、
領
略

で
き

ぬ

彼
岸

だ

っ
た
。
芥

川

の
王
朝
今
昔
物

は
終

わ
る
。
他

に
、
天
竺

も

の

の

「
尼

提
」

(大

一
四

・
九

・
一
付

『
文
芸
春
秋
』
第
三
年
第
九
号
)
が

巻

第

二

「
長
者
ノ

家

・
溺

.鷹

.蹴
夊

讎

.違

.聲

二
+

ご

に
よ

っ
て
執
筆
さ
れ
る
。

あ
ら
の

堀

の

「
曠

野
」
も
師

の

「
六
の
宮

の
姫
君
」

の
方
法
を
祖
述

し
、
原
説
話

に

没
入
す

る
。

主
人
公

「
中
務
大
輔

の
娘
」
、

つ
ま

り

「
六
の
宮

の

姫
君
」

の
生

の
意

義
を
、

自
分

を
与

へ
れ
ぽ
与

へ
る
ほ
ど

い
よ
い
よ
は
か
な

い
境
涯

に
堕
ち

て
ゆ
か

な
け
れ
ば

な
ら
な

か

つ
た

厂
人

の
女

の
、
世

に
も

さ
み
し
い
身

の
上
話
。

(「十
月
」
よ
り
)

と

い
う
、
け

な
げ

な
献
身
性

に
見
出
す
。
死

に
甲
斐
を
与
え

て
、
葬

っ
て
や

っ

た
の
で
あ

る
。

晩
年

の
菊
池
寛
が
暢
達
、
自
在

に
語
る

「
新
今
昔
物
語
」
中

の

一
篇
、

「
六

宮
姫

君
」

は
優

し
い
講
読

で
あ

る
。

ヒ

ュ
ー
メ
ン
な
心
情
が
流
れ

て
、

こ
の
シ

リ
ー
ズ

で
白
眉

の
好
短
篇

に
な

っ
て
い
る
。
i

「
新
今
昔
物
語
」
と
は
文
字

通
り
、
今

は
昔

の
物
語

で
あ

る
。
江
戸
時
代
以
前

の
奇
談
、
逸
話
を
指
す
。
ご

と
ご
と

し
く
、

『
今
昔
物
語
集
』

の
説
話
を
典
拠
と
し
た
、
現
代
小
説
化
を
意

味

し
て
い
な

い
。

「
六
宮
姫
君
」
は
、
比
較
的
原
典

に
即
し

て
い

る

方

で

あ

る
。
が
、「
こ
の
博
識

で
、
通
俗
的
な
現
実
家

の
描
く
読
物
は
、
太
平
洋
戦
争

の

戦
前
、
戦
後
を
分
け

て
没
落
貴
族

の
た
ど
る
、
悲
惨
な
経
済
生
活

の
破

綻
を
軸

と

し
て
い
る
よ
う
だ
。
愛

し
合
う
者
が
遠
く
、
永

い
離
別
を
余
儀
な
く
し
、
残

さ
れ

た
女

は
耐
乏
、
忍
苦
を
強

い
ら
れ
、
乞
食
同
然

で
生
き

の
び
る
。
再
会

の

喜
び
、
そ

の

「
激
情

の
発
作
に
は
、
そ

の
痛
み
疲
れ
た
身
体
が
堪
え
な
か

つ
た

の
で
あ
ろ
う
9
喜
び

の
す

二
り
泣
き
と
思
わ
れ
た
声

が
、
だ
ん
く

病

苦

の
う

め
き
声

に
変
り
、
男
が
気
が

つ
い
て
介
抱

を
始

め
た
と
き

は
、
も
う
肩

で
呼

吸

を
し
て

い
た
。
」

(『好
色
物
語
』
に
よ
る
。
『苦
楽
』
誌
上
の
表
記
は
歴
史
的
か
な
つ
か

い
)旧

友
芥

川

の

「
六

の
宮

の
姫
君
」

か
ら
数

え
て
も
、
す

で
に
二
十

五
年
を
経

過
し
て

い
る
。
風

化
は
覆
う
べ
く
も

な
い
。
瀧
井

・
芥
川

・
堀
ら

の

芸

術

的

「
修
羅
道
」
に

つ
い
て
、
菊

池
の
言
及
の
有
無

は
知
ら
な

い
。

芥

川
没
後
五
十
年
に
寄

せ
て
、
瀧

井
は
、
そ

の
標
題
も

「
芥
川

さ
ん
の
置
土

産
」

(昭
五

一
・
八

.
一
付

『
文
芸
春
秋
』
第
五
十
四
巻
第
八
号
)
と
す

る

一
文

で
次

の
よ
う
に
い
う
。

芥

州
さ
ん
之
は
、
私

は
大
正

八
年

四
月

か
ら
、

田
端

の
書
斎

の
定
連

に

な

つ
て
、
私

は
小
説
を
書
く
手

ほ
ど
き

を
受
け

た
。

日
本

の

古

典

の

中

し

で
、
今

昔
物

語
を
教

へ
ら
れ

た
こ
と

は
身

に
泌
み
こ
ん
だ
。
私

は
今
昔
物

語

な
小
説

の
手
本
と

し
た
。
簡
潔
な
文
章

で
、
千
年
も
前

の
む

か
し
の
人

の
心
持
や
事
物
が
、
活
き
活
き

と
生
ま
生
ま

し
く
描

か
れ

て
、
何
度
読

ん

で
も
新

鮮
で
大
好
き

に
な

つ
た
。

こ
れ

は
芥
川

さ
ん
の
大
き
な
賜
物
と
思

ふ
。

あ
ら
の

「
中
務
大
輔

の
娘
」

は
芥
川

「
六
の
宮

の
姫

君
」
、
堀

「
曠
野
し
、
菊
池

「
六

宮
姫

君
」

を
先
導

し
、
牽
引
す

る
。

し
か
し
、

こ
れ
ち

の
作
品
群

は
瀧
井

の
も

含
め
て
、
や
は
り
、

「
六
の
宮

の
姫

君
」
物
語

の
系
譜

を
な
す
と
、
厳
密

に
は

言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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